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先
ご
ろ
文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
「
令
和
2
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
」
の
健

康
状
態
調
査
で
は
、
裸
眼
視
力
「
1
・
0
未
満
」
の
割
合
が
、
小
学
1
年
年
生
は

4
人
に
1
人
（
24
・
22
％
）
、
6
年
生
で
は
約
半
数
（
49
・
47
％
）
に
の
ぼ
り
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
い
ず
れ
の
段
階
で
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た
昨
年
度
に
続

き
、
視
力
の
低
下
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
た
め
、
例
年
の

調
査
時
期
を
変
更
拡
大
し
て

令
和
2
年
度
中
の
調
査
と
な

っ
た
今
回
は
、
時
期
が
異
な

る
た
め
過
去
と
の
単
純
な
比

較
は
で
き
な
い
。

裸
眼
視
力
「
1
・
0
未

満
」
の
子
供
の
割
合
に
つ
い

て
、
前
回
調
査
で
は
幼
稚
園

平
均
26
・
06
％
、
小
学
校
34

・
57
％
、
中
学
校
57
・
47

％
、
高
等
学
校
67
・
64
％
だ

っ
た
が
、
今
回
は
幼
稚
園
が

27
・
90
％
、
小
学
校
37
・
52

％
、
中
学
校
58
・
29
％
、
高

等
学
校
63
・
17
％
。
高
等
学

校
で
わ
ず
か
に
下
回
っ
た
以

外
に
は
、
幼
稚
園
か
ら
中
学

校
ま
で
の
全
校
種
で
昨
年
を

超
え
て
い
た
。

一
方
で
「
む
し
歯
（
う

歯
）
」
の
割
合
は
、
1
9
8

0
年
前
後
を
ピ
ー
ク
に
、
昨

年
度
ま
で
は
全
学
校
種
が
減

少
傾
向
で
推
移
し
て
き
た
。

今
回
調
査
結
果
は
幼
稚
園
30

・
34
％
（
前
回
31
・
16

％
）
、
小
学
校
40
・
21
％

（
44
・
82
）
、
中
学
校
32
・

16
％
（
34
・
00
）
、
高
等
学

校
41
・
66
％
（
43
・
68
）

で
、
い
ず
れ
の
学
校
種
も
下

回
っ
て
い
る
。

年
齢
別
に
「
む
し
歯
」
の

被
患
率
を
み
る
と
、
5
歳
か

ら
8
歳
に
か
け
て
上
昇
し
、

ピ
ー
ク
の
8
歳
で
は
47
・
51

％
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
減
少

に
転
じ
12
歳
で
29
・
44
％
が

最
少
。
そ
れ
以
降
、
徐
々
に

増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
8

歳
か
ら
12
歳
ま
で
の
間
で
減

少
す
る
理
由
は
、
乳
歯
か
ら

生
え
変
わ
り
時
期
で
あ
る
こ

と
の
影
響
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
顕
著
に
減
少
し
て

い
る
の
が
「
鼻
・
副
鼻
腔
疾

患
」
で
、
全
学
校
種
が
前
回

調
査
を
下
回
っ
た
。
幼
稚
園

は
2
・
38
％
（
前
回
3
・
21

％
）
、
小
学
校
11
・
02
％

（
11
・
81
）
、
中
学
校
10
・

21
（
12
・
10
）
、
高
等
学
校

6
・
88
（
9
・
92
）
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。
小
学
校
全
年

齢
を
通
じ
て
10
％
以
上
に
の

ぼ
り
、
9
歳
が
11
・
73
％
で

最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

裸
眼
視
力
「
1
・
0
未

満
」
の
被
患
者
の
割
合
が
、

ほ
ぼ
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ

れ
て
増
加
す
る
傾
向
に
つ
い

て
文
科
省
は
、
全
国
の
小
中

学
生
を
対
象
に
近
視
実
態
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
生
活

習
慣
と
の
関
係
等
、
視
力
悪

化
の
詳
細
（
近
視
、
遠
視
、

乱
視
）
を
明
ら
か
に
し
、
視

力
低
下
の
予
防
に
必
要
な
対

策
を
講
じ
る
と
し
て
い
る
。

2
学
期
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に

あ
た
り
、
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル

予
防
の
観
点
か
ら
、
生
徒
指
導

や
保
護
者
対
応
、
職
場
内
で
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
等
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
「
予
防
策
」
を
実
践

す
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

■
交
代
で
担
任
を
フ
ォ
ロ
ー

例
え
ば
、
生
徒
指
導
に
関
し

て
ク
ラ
ス
で
担
任
と
生
徒
と
の

間
が
し
っ
く
り
い
か
な
く
な
っ

た
時
に
は
、
学
年
主
任
や
部
活

の
顧
問
等
が
間
に
入
っ
て
、

「
お
前
の
担
任
は
、
本
音
で
は

こ
う
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ

た
ん
だ
ぞ
」
と
フ
ォ
ロ
ー
す
る

と
決
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

保
護
者
対
応
で
は
、
夏
休
み

終
了
ま
で
の
間
に
、
担
任
が
各

家
庭
に
1
回
電
話
連
絡
を
入
れ

る
学
校
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
目

的
は
、
①
夏
休
み
の
子
供
の
様

子
を
確
認
す
る
こ
と
、
②
2
学

期
以
降
の
保
護
者
と
の
協
力
体

制
を
強
化
す
る
こ
と
の
2
点
で

す
。
特
に
後
者
の
保
護
者
と
の

協
力
体
制
に
つ
い
て
は
、
「
何

も
問
題
が
起
き
て
い
な
い
時
の

保
護
者
と
の
つ
な
が
り
」
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
問
題
が
発

生
し
て
か
ら
初
め
て
保
護
者
と

接
触
す
る
場
合
と
、
あ
ら
か
じ

め
保
護
者
と
接
触
し
て
い
る
場

合
と
で
は
、
保
護
者
側
の
学
校

に
対
す
る
「
不
信
感
の
熱
量
」

が
か
な
り
違
っ
て
く
る
ケ
ー
ス

が
多
い
た
め
で
す
。

さ
ら
に
、
保
護
者
に
対
す
る

初
期
対
応
で
炎
上
す
る
ケ
ー
ス

を
予
防
す
る
た
め
、
①
担
任
を

一
人
で
保
護
者
の
矢
面
に
さ
ら

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
は
担
任
以
外
の
人

（
例
え
ば
教
頭
や
学
年
主
任

等
）
に
交
渉
の
窓
口
を
一
本
化

す
る
こ
と
。
②
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ

し
た
保
護
者
に
対
し
て
、
部
活

の
顧
問
や
昨
年
度
の
担
任
等
が

間
に
入
り
、
保
護
者
を
ク
ー
ル

ダ
ウ
ン
さ
せ
て
か
ら
対
応
し
て

い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

■
備
え
は
職
場
全
体
で

ベ
テ
ラ
ン
教
員
が
多
数
在
籍

し
て
い
た
時
代
と
は
違
い
、
現

在
で
は
、
30
代
の
若
手
教
員
が

主
流
を
占
め
る
学
校
が
増
え
て

い
ま
す
。
モ
デ
ル
（
手
本
）
と

な
る
40
代
教
員
の
採
用
を
全
国

的
に
控
え
た
影
響
も
あ
り
、
30

代
の
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
い
え

ど
も
、
保
護
者
ト
ラ
ブ
ル
を
実

際
に
乗
り
越
え
た
経
験
の
あ
る

教
員
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

が
心
配
で
す
。

そ
こ
で
、
2
学
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
職
場
全
体
で
以
下

の
3
点
に
つ
い
て
備
え
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
2
学
期
は
、
授
業
時
間
が
一

番
多
く
確
保
さ
れ
て
い
る
学
期

で
す
が
、
授
業
力
に
課
題
の
あ

る
教
員
に
は
メ
ン
タ
ル
的
に
一

番
苦
し
い
時
期
で
あ
る
こ
と
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
例
年
通
り
に
学

校
行
事
が
実
施
さ
れ
な
い
中
、

体
育
祭
や
合
唱
祭
等
の
学
校
行

事
を
通
し
て
学
級
作
り
を
し
て

き
た
教
員
に
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
維
持
が
難
し
い
時
期
を

迎
え
る
人
も
い
る
こ
と
。

③
1
学
期
は
様
子
見
を
し
て
い

た
転
勤
1
年
目
教
員
の
中
に

は
、
2
学
期
に
入
り
、
今
ま
で

や
っ
て
き
た
自
分
の
や
り
方
や

ス
タ
イ
ル
を
発
揮
し
は
じ
め
た

と
た
ん
、
学
校
や
学
年
の
教
職

員
と
の
摩
擦
が
大
き
く
な
り
、

職
場
で
孤
立
す
る
場
合
が
あ
る

こ
と
。

以
上
の
課
題
に
つ
い
て
、
学

年
の
ま
と
ま
り
が
強
い
中
学
校

で
は
、
学
年
内
や
教
科
内
で
お

互
い
に
援
助
し
あ
う
土
壌
が
あ

り
ま
す
。
で
は
小
学
校
の
場
合

に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し

ょ
う
か
。

予
防
的
な
取
組
を
実
践
し
て

い
る
あ
る
小
学
校
で
は
、
2
ク

ラ
ス
合
同
の
授
業
を
増
や
し
た

り
、
給
食
の
時
間
に
担
任
を
交

換
し
た
り
し
て
、
担
任
の
「
硬

直
化
」
（
必
要
以
上
に
問
題
を

抱
え
込
む
こ
と
）
を
予
防
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
年
集
会

等
を
通
し
て
、
学
年
の
先
生
み

ん
な
で
担
任
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
「
意
識
的
」
に
子
供
に
見

せ
、
担
任
の
「
孤
立
化
」
を
予

防
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
組
織
的
な
取
組

の
一
方
で
、
個
の
理
解
に
関
し

て
は
、
外
見
や
態
度
で
誤
解
し

た
り
、
先
入
観
を
持
っ
て
し
ま

っ
た
り
し
て
、
相
手
の
意
図
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
難
し

い
も
の
で
す
。

■
大
切
な
個
の
理
解

自
分
が
ど
う
思
わ
れ
て
い
る

か
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か

も
わ
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
不
安

を
抱
え
な
が
ら
働
い
て
い
る
状

態
が
続
い
た
ら
、
ど
ん
な
人
で

も
参
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
の
事
を

よ
く
知
る
、
自
分
の
事
も
よ
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

？
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

筆
者
＝
土
井
一
博
（
ど
い
・

か
ず
ひ
ろ
）
順
天
堂
大
学
国
際

教
養
学
部
客
員
教
授

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
、
養
護
教
諭
が

最
も
重
要
だ
と
考
え
る
の
は

「
幼
児
児
童
生
徒
の
保
健
教

育
（
手
洗
い
・
換
気
等
）
」

で
、
「
登
校
時
の
健
康
観
察

の
徹
底
」
や
「
感
染
症
対
策

の
計
画
と
体
制
づ
く
り
へ
の

参
画
」
な
ど
が
続
い
た
…
全

国
養
護
教
諭
連
絡
協
議
会

（
浅
野
明
美
会
長
）
が
先
ご

ろ
公
表
し
た
「
令
和
2
年
度

養
護
教
諭
の
職
務
に
関
す
る

調
査
」
報
告
書
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
【
5
面
に
続
く
】

養
護
教
諭
の
職
務
内
容
の

実
態
、
1
人
配
置
校
と
複
数

配
置
校
と
の
違
い
を
明
ら
か

に
す
る
目
的
で
、
同
協
議
会

が
隔
年
で
実
施
し
て
い
る
も

の
。
今
回
ま
と
め
ら
れ
た
調

査
は
昨
年
10
〜
11
月
に
実
施

し
た
も
の
で
、
通
常
の
調
査

項
目
の
他
に
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
が

加
え
ら
れ
た
。

対
策
と
し
て
「
特
に
重
要

と
思
っ
た
こ
と
を
3
つ
」
選

ぶ
項
目
で
最
も
多
か
っ
た
の

が
「
幼
児
児
童
生
徒
の
保
健

教
育
（
手
洗
い
・
換
気

等
）
」
で
、
1
人
配
置
校

（
回
答
Ａ
）
と
複
数
配
置
校

（
回
答
Ｂ
）
は
そ
れ
ぞ
れ
55

・
0
％
、
58
・
5
％
だ
っ

た
。
次
い
で
多
か
っ
た
の
は

「
登
校
時
の
健
康
観
察
の
徹

底
」
（
Ａ
＝
51
・
7
％
、
Ｂ

＝
53
・
9
％
）
、
「
登
校
後

の
体
調
不
良
者
へ
の
対
応
・

隔
離
」
（
35
・
2
％
、
39
・

4
％
）
、
「
感
染
症
対
策
の

計
画
と
体
制
づ
く
り
へ
の
参

画
」
（
36
・
3
％
、
32
・
8

％
）
、
「
校
内
施
設
の
環
境

整
備
（
座
席
の
配
置
・
消
毒

計
画
等
）
」
（
31
・
6
％
、

27
・
4
％
）
な
ど
だ
っ
た
。

複
数
配
置
に
よ
り
効
果
が

上
が
っ
た
こ
と
の
割
合
が
高

い
項
目
は
、
全
て
の
学
校
種

で
「
体
調
不
良
者
へ
の
対
応

・
隔
離
」
、
「
健
康
診
断
実

施
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策

・
調
整
」
、
「
校
内
施
設
の

環
境
整
備
」
だ
っ
た
。
特
に

「
体
調
不
良
者
へ
の
対
応
・

隔
離
」
は
全
て
の
学
校
種
で

6
割
以
上
だ
っ
た
。

そ
の
他
の
回
答
で
は
、

「
養
護
教
諭
が
担
う
業
務
が

増
え
た
が
、
そ
の
遂
行
に
は

意
識
の
高
い
教
職
員
の
協
力

と
在
籍
す
る
教
員
以
外
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
働
が
必

須
で
、
そ
の
上
で
の
校
内
体

制
づ
く
り
が
極
め
て
重
要
」、

「
緊
急
事
態
の
時
ほ
ど
情
報

交
換
の
大
切
さ
を
痛
感
し

た
」、「
複
数
配
置
な
の
で
感

染
症
対
策
の
徹
底
、
幼
児
児

童
生
徒
の
心
身
の
ケ
ア
に
努

め
る
時
間
を
確
保
で
き
た
」

な
ど
の
記
述
が
あ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
中
止
・
延

期
、
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ

た
修
学
旅
行
だ
っ
た
が
、
昨

年
3
月
か
ら
12
月
の
旅
行
者

71
万
人
の
う
ち
修
学
旅
行
後

に
感
染
が
判
明
し
た
の
は
30

人
で
、
10
万
人
当
た
り
で
は

4
・
2
人
と
な
り
全
国
平
均

の
3
0
7
・
4
人
よ
り
大
幅

に
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
調
査
・
集
計
し
た
旅
行

業
界
団
体
は
学
校
・
保
護

者
、
旅
行
関
係
機
関
の
諸
対

策
と
配
慮
に
よ
り
、
一
定
の

有
効
性
が
あ
っ
た
こ
と
の
表

れ
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

修
学
旅
行
に
携
わ
る
Ｊ
Ｒ

6
社
と
（
公
財
）
日
本
修
学

旅
行
協
会
、
（
公
財
）
全
国

修
学
旅
行
研
究
協
会
、
（
一

社
）
日
本
旅
行
業
協
会
、

（
一
社
）
全
国
旅
行
業
協
会

が
今
年
5
月
に
公
表
。
7
月

20
日
に
行
わ
れ
た
全
国
修
学

旅
行
研
究
大
会
の
全
修
協
報

告
の
中
で
発
表
さ
れ
た
。

昨
年
3
月
〜
12
月
出
発
分

の
旅
行
会
社
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
日

本
旅
行
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
、
東
武
ト

ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
）
が
扱
っ
た

修
学
旅
行
の
合
計
で
は
、
全

国
で
約
71
万
人
が
出
発
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
修
学
旅
行

後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
発
症
し
た
場
合

は
、
保
健
所
・
学
校
か
ら
旅

行
会
社
に
報
告
が
あ
る
た

め
、
判
明
し
た
の
は
30
人
だ

っ
た
。

10
万
人
当
た
り
の
感
染
者

数
は
4
・
2
人
で
、
ほ
ぼ
同

期
間
に
あ
た
る
今
年
1
月
末

時
点
の
全
国
平
均
3
0
7
・

4
人
と
比
較
し
て
少
数
に
留

ま
っ
て
い
る
。

こ
の
数
値
を
踏
ま
え
業
界

団
体
は
「
修
学
旅
行
に
か
か

わ
る
学
校
関
係
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
の
指
導
や
配
慮
、
そ

れ
に
基
づ
く
生
徒
た
ち
の
行

動
、
旅
行
会
社
や
観
光
事
業

者
等
の
諸
対
策
が
、
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
一
定
の
有
効

性
が
あ
る
こ
と
を
表
す
」
と

述
べ
て
い
る
。

通
学
路
合
同
点
検

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
力
を

文
科
省
が
依
頼

6
月
28
日
に
千
葉
県
八
街

市
で
小
学
生
の
列
に
ト
ラ
ッ

ク
が
突
っ
込
ん
で
児
童
5
人

が
死
傷
し
た
事
故
を
受
け
文

部
科
学
省
は
先
ご
ろ
、
各
地

教
育
委
員
会
に
向
け
「
通
学

路
に
お
け
る
合
同
点
検
の
実

施
」
を
依
頼
す
る
文
書
と
実

施
要
領
を
発
信
し
た
。
遅
く

も
年
内
の
実
施
を
要
請
。

実
施
に
あ
た
り
教
職
員
に

必
要
以
上
の
負
担
を
ふ
や
す

こ
と
な
く
、
通
学
路
の
道
路

管
理
者
や
警
察
署
と
の
協

働
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
る
方
策
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

「
実
施
要
領
」
全
文
は
2

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

（
公
社
）
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
協
議
会
（
清
水
敬
介
会

長
）
は
先
ご
ろ
、
中
教
審
答

申
の
内
容
を
紹
介
す
る
6
分

間
の
動
画
を
作
成
、
7
月
27

日
に
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
し
た
。
今
年
1
月
の

中
教
審
答
申
「
『
令
和
の
日

本
型
学
校
教
育
』
の
構
築
を

目
指
し
て
〜
全
て
の
子
供
た

ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、

個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働

的
な
学
び
の
実
現
〜
」
に
つ

い
て
、
広
く
保
護
者
に
周
知

す
る
目
的
で
、
協
会
が
独
自

に
作
成
し
た
も
の
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
実
践
、
1

人
1
台
端
末
と
個
別
最
適
な

学
習
等
、
大
き
く
変
わ
る
学

校
教
育
の
背
景
を
紹
介
す
る

内
容
で
、「
研
修
会
等
で
活
用

を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

北
海
道
、
青
森

県
、
岩
手
県
、
秋

田
県
に
点
在
す
る

17
遺
跡
か
ら
成
る

「
北
海
道
・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡

群
」
が
7
月
末
、
ユ
ネ
ス
コ

か
ら
世
界
遺
産
に
認
定
。
国

内
25
番
目
、
文
化
遺
産
と
し

て
は
20
番
目
と
な
る
▼
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
約
1
万
5
千
年

前
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ

う
な
時
代
、
1
万
年
以
上
続

い
た
定
住
型
で
あ
り
な
が
ら

狩
猟
採
取
文
化
の
跡
を
示
す

も
の
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

出
土
す
る
人
骨
や
道
具
か
ら

は
、
こ
の
間
ほ
と
ん
ど
戦
争

ら
し
き
痕
跡
が
見
つ
か
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
長
く
続
い
た

豊
か
で
平
和
な
時
代
だ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
▼
折
し

も
巡
っ
て
き
た
終
戦
の
日
は

76
回
目
。
Ｂ
Ｃ
（
有
史
）
以

来
2
千
年
余
り
だ
け
で
も
数

え
き
れ
な
い
戦
争
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
そ
れ
に
引
き
換

え
1
万
年
の
平
和
と
は
想
像

を
絶
す
る
別
次
元
に
思
え
て

し
ま
う
▼
1
年
前
の
7
月
、

北
海
道
・
白
老
町
に
「
民
族

共
生
象
徴
空
間
（
ウ
ポ
ポ

イ
）
」
が
開
業
し
た
。
来
園

者
数
は
当
初
目
標
の
1
0
0

万
人
に
対
し
25
万
人
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
被
っ
た
。
き

っ
か
け
が
な
け
れ
ば
知
ら
な

か
っ
た
世
界
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
学
ぶ

喜
び
に
と
っ
て
お
き
た
い
が

も
う
少
し
我
慢
か
。

令和2年度健康状態調査
（単位 : ％）
高校
63．17
3．56
2．47
6．88
41．66
1．19
2．44
1．75
3．30
3．19

中学校
58．29
4．66
5．01
10．21
32．16
1．65
2．86
2．59
3．33
3．25

小学校
37．52
4．78
6．14
11．02
40．21
0．94
3．18
3．31
2．52
0．93

幼稚園
27．90
1．36
1．97
2．38
30．34
0．35
1．90
1．64

1．00

裸眼視力1．0未満
眼の疾病・異常
耳疾患
鼻・副鼻腔疾患
むし歯（う歯）
せき柱・胸郭・四肢の異常
アトピー性皮膚炎
ぜん息
心電図異常
蛋白検出の者

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

教職員のメンタルヘルス 第78回…1面
学校給食は食育の教材 第71回…6面

ＰＴＡ活動特集…………………………２・３面
コロナ禍が続く現在でも、工夫して状況に対
応しながら「歩みを止めない」ＰＴＡ活動の在
り方が模索されている。日Ｐ会長インタビュ
ー、コロナ禍を「逆手に取り」発想を変えた実
践の提案等を掲載する。

学校保健・学校安全特集………………４・５面
養護教諭の多忙さの中、複数配置による最大
の効果は児童生徒と他の教職員や保護者とのコ
ミュニケーションであることが、同協議会の調
査で分かった。また近年多発する自然災害で、
児童生徒・教職員の安全だけでなく地域の避難
所としても求められる学校の機能例を紹介。

食育・学校給食………………………………６面
全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会がオン
ライン開催された。「栄養教諭に求められる資
質・能力」について、基調講演やシンポジウム
の各発言から探った。

教育旅行・ＳＤＧｓ…………………………７面
全国修学旅行研究大会がオンラインと会場と
のハイブリッドで開催された。コロナ禍にあっ
て改めて浮き彫りになった修学旅行の意義につ
いて語られた。

学校図書館……………………………………８面
教科の学びと共に情報活用のスキルも養う、
地域調べを題材に新聞形式にまとめる活動に取
り組んだ、福島県・富岡第二小学校の調べ学習
の実践事例を紹介。

第3月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

仲秋・葉月

月曜日

■KKS Webはこちら→

処 暑（８／２３）
二百十日（８／３１）
白 露（９／７）

日

■Twitter
@kyoikukatei

（令和3年）

第 ２ １ ９ ６ 号

16

連 載

月

2021年

8

小
６
半
数
が「
視
力
１.０
未
満
」

小
６
半
数
が「
視
力
１.０
未
満
」

実
態
調
査
し
対
策
検
討
を
文
科
省

「保健教育が最も重要」
感染症対策には手洗い・換気等

旅行業界が
集計・分析

修
旅
の
感
染
判
明
は
３０
人

令
和
２
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
か
ら

全養連が調査

全
国
平
均
を
大
き
く
下
ま
わ
る

教
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第７８回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

教
職
員
の
教
職
員
の

（１） ２０２１年（令和３年）８月１６日（月曜日）

職
場
内
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
整
え
る

広く保護者に周知を
日Ｐが動画で発信
中教審答申を分かりやすく
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